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　清
きよ

彦
ひ こ

さん（口阪本）
丹波篠山市農業委員会長

大
おお

前
ま え

　衛
まもる

さん（今田町黒石）
元湊川短期大学長

　株式会社「丹波たぶち農場」の代表取締役
を務める田渕さん。高校卒業後、家業を継
ぎ農業に汗されてきました。当初1.2haの
田を、水稲を中心に黒大豆、大豆、いち
ごなど、約80haの農地に拡大。また、黒
枝豆の収穫体験やいちご狩りにも取り組
み、経営の多角化を実現されました。一
方、1996年に旧西紀町農業委員、合併後
の2012年からは市農業委員会会長に就任。
農地利用の最適化の推進に尽力されまし
た。「農業が好きで52年間、地域の後押し
もあって農業委員を27年間、取り組んで
きました。この賞は自分へのごほうびです」
と話されました。

　1966年に湊川女子高校の教諭となり、約
50年間教壇に立たれた大前さん。1970年か
らは、湊川短期大学で社会心理学の講師と
なり、教員をめざす学生たちに、心理学の理
論を教えるだけでなく、現場にあてはめる
とどうなるのかを意識し、指導されました。
2006年から10年間、学長を務められたほか、
丹波篠山市教育委員長にも就任。また、多く
の学生を幼稚園教諭や保育士として送り出さ
れ、「卒業生の成長を見るのが何よりの喜びで
す」と話されます。受章には「良き師や上司、
仲間、同僚に恵まれ、感謝しています」とほ
ほ笑みながら話されました。

瑞宝小綬章
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　隆
たか

史
し

さん（味間新）
元公立高校長

　1972年に社会科の教師となり、篠山産業
高校丹南分校や篠山鳳鳴高校などで18年間
教べんをとられました。1989年には県教育
委員会社会教育・文化財課に異動。「こうの
とりの郷公園」を造る基本構想をまとめられ
るなど、16年間行政に携わられました。そ
の後、宝塚北・北摂三田高校で校長を務め、
2010年に退職された久下さん。「印象に残る
のは９年半勤めた丹南分校。小規模校のた
め生徒と密な関係ができ、人間教育を学ぶ
ことができました」と振り返られます。受章
され、「長年の仕事の成果が評価されたのは
ありがたい」と笑顔で話されました。

瑞宝単光章
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行
ゆ き

さん（今田町下立杭）
陶磁器（丹波立杭焼）製造業従事者

　高校卒業後に陶芸の道へ進み、市
いち

野
の

丹
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窓
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さん、
市
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野
の

弘
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之
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さんに弟子入り。2年間修業を積み、
1973年に信行窯を立ち上げました。1978年に
は、若手７人で「グループ窯

よう

」を結成。産地を活
性化させようと、陶器まつりの前身、陶器市を
開催されました。2009年には日本伝統工芸士
に認定。2015年からは、高齢者大学「いなみ野
学園」で陶芸指導にあたられ、「教える喜びを味わ
えました」と話されます。「こつこつやってきた成
果が認められてうれしい。組合の皆さんや家族
の支えがあったからこそだと、感謝しています」
とにこやかに話されました。
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　達
たつ

也
や

さん（大山下）
元篠山市消防司令

　39年間の長きにわたり、消防行政の発展のた
めに努めてこられました。昭和54年に多紀郡一
部事務組合消防本部に入庁し、主に火災予防や
危険物、管理部門を担当。当時は災害が発生す
れば、消防隊・救急隊として現場に出動されて
いました。「火災などから人の命を守るのが仕事。
責任も大きいですが、とてもやりがいがありま
した」と話されます。現在、工事で必要な交通誘
導警備員を配置する警備会社の代表として活躍
される雪岡さん。「先輩の指導や同僚・後輩の支
え、家族の理解があってやってこられました」と
感謝の気持ちを話されました。

このほか、三
み

木
き

隆
たか

史
し

さん（曽地口）が、瑞宝双光章（防衛功労）を受章されています。
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　2001年 に 兵 庫 医
科大学ささやま医療
センターへの赴任と
ともに前任者の後を
継ぐ形で、センター
と今田診療所を兼務。
2012年からは東雲、
後川の２診療所で常

勤医師として、地域医療を支えてこられまし
た。賞を受けて「今後も気持ちを引き締め、
患者さんと接していきたい」と話されました。

　2011年 か ら10年
間、副市長として酒
井市長を支え、市政
の発展のために尽力
されました。「10年間、
副市長を務めたその
結果としていただき、
喜びでいっぱいです」

とにっこり。今後の丹波篠山市については「日
本遺産や日本農業遺産などの魅力を生かした
まちになってほしい」と話されました。
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じ

さん（宝塚市）
丹波篠山市国民健康保険東雲診療所長
後川診療所長
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さん（味間南）
前丹波篠山市副市長
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